
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

４
月
の
環
境
講
座

　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
で
は
、

身
近
な
資
源
の
有
効
活
用
や
環
境

問
題
に
関
す
る
学
習
と
体
験
の
場

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
い
の
ぼ
り
を
持
つ
童
作
り
講
座

　
こ
い
の
ぼ
り
を
持
ち
、
赤
い
腹

掛
け
を
掛
け
た
か
わ
い
ら
し
い
童わ

ら
べ

を
作
り
ま
す
。
古
布
を
利
用
し
て

作
る
端
午
の
節
句
の
小
さ
な
飾
り

物
で
す
。

□
と
き
　
４
月
１５
日
㈬
午
前
９
時

～
正
午

□
定
員
　
１５
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
生
ご
み

処
理
講
座

　
３０
㌢
四
方
の
段
ボ
ー
ル
箱
で
、

約
４５
㌔
の
生
ご
み
が
処
理
で
き
ま

す
。
可
燃
ご
み
袋
に
生
ご
み
が
な

い
と
臭
い
や
汁
漏
れ
の
心
配
が
な

く
軽
い
の
で
、
ご
み
出
し
が
楽
で

す
。

□
と
き 
　
４
月
１８
日
㈯
午
前
９

時
半
～
１１
時

□
定
員
　
２０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
） 
　

□
料
金
　
２
０
０
０
円
（
半
額
補

助
あ
り
）

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
講
座
　

　
夏
の
暑
さ
を
し
の
ぎ
、
家
計
に

も
優
し
い
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を

上
手
に
育
て
る
こ
つ
を
学
び
ま

す
。

□
と
き
　
４
月
２６
日
㈰
午
前
９
時

半
～
１１
時

□
定
員
　
２０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
講
師
　
野
村
祐
作
氏
（
恵
那
農

業
高
校
教
諭
）　

□
料
金
　
プ
ラ
ン
タ
ー
と
苗
、
培

養
土
の
実
費
（
受
講
料
は
無
料
）

共
通

□
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ

ザ　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

志
２
５
―
１
５
１
５
（
月
・
火
曜

日
休
館
）

土
地
家
屋
の
価
格
を
縦
覧

　
固
定
資
産
税
を
納
税
し
て
い
る

方
は
、
本
人
の
固
定
資
産
の
価
格

が
適
正
か
判
断
す
る
た
め
、
比
較

し
た
い
土
地
や
家
屋
の
価
格
な
ど

を
縦
覧
帳
簿
で
確
認
で
き
ま
す
。

□
対
象
　
市
内
の
土
地
か
家
屋
の

固
定
資
産
税
の
納
税
者

□
縦
覧
期
間
　
４
月
１
日
㈬
～
３０

日
㈭
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
１５

分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

□
縦
覧
場
所
　
税
務
課
、
恵
那
南

部
５
振
興
事
務
所

□
持
ち
物
　
印
鑑
、
運
転
免
許
証

な
ど
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の

□
料
金
　
無
料

※
写
し
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん

　
　
税
務
課
（
内
線
１
３
８
）

□
締
め
切
り
　
４
月
１５
日
㈬
（
鶏

や
ア
ヒ
ル
な
ど
は
６
月
１５
日
㈪
）

　
　
東
濃
家
畜
保
健
衛
生
所
（
恵

那
総
合
庁
舎
内
）
志
２
６
―
１
１

１
１
（
内
線
３
９
５
）

百
年
公
園
の
駐
車
場
料
金

を
無
料
化

　
県
百
年
公
園
（
関
市
）
の
駐
車

場
料
金
が
、
４
月
１
日
㈬
か
ら
無

料
に
な
り
ま
す
。
駐
車
場
以
外
の

料
金
は
従
来
通
り
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
開
園
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後

５
時

　
　
県
都
市
公
園
課
志
０
５
８
―

２
７
２
―
８
６
６
７

粥
川
な
つ
紀
ト
リ
オ
の

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

　
サ
ラ
マ
ン
カ
ホ
ー
ル
で
は
、
粥

川
な
つ
紀
（
サ
ッ
ク
ス
）、
小
川

貴
仁
（
ギ
タ
ー
）、
荒
川
Ｂ
琢
哉

（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）に
よ
る
ジ
ャ

ズ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
平
日
の
夜
に
ワ
ン
コ
イ
ン
で
気

軽
に
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。

□
と
き
　
４
月
１０
日
㈮
午
後
７
時

（
開
場
は
午
後
６
時
半
）

□
と
こ
ろ
　
サ
ラ
マ
ン
カ
ホ
ー
ル

（
岐
阜
市
）

□
料
金
　
自
由
席
５
０
０
円
（
チ

ケ
ッ
ト
発
売
中
）

　
　
ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
志
０
５
８
―
２
７
７

―
１
１
１
０

春
の
昭
和
村
イ
ベ
ン
ト

　
平
成
記
念
公
園
日
本
昭
和
村
で

は
、
昭
和
９０
年
（
昭
和
６３
年
＋
平

成
２７
年
）
と
な
る
年
に
、
昭
和

３０
、
４０
年
代
の
活
気
や
楽
し
さ
を

表
現
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

す
。

　
春
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
を
は

じ
め
、
春
の
陽
気
に
ぴ
っ
た
り
な

グ
ル
メ
や
季
節
限
定
の
体
験
な

ど
、
見
て
、
食
べ
て
、
体
験
し
て
、

昭
和
村
の
春
を
満
喫
し
て
く
だ
さ

い
。

　
昭
和
村
で
遊
ん
だ
後
は
、
昭
和

銭
湯
里
山
の
湯
の
春
限
定
替
わ
り

湯
で
春
を
感
じ
な
が
ら
疲
れ
を
癒

や
し
て
く
だ
さ
い
。

□
開
催
期
間
　
５
月
３１
日
㈰
ま
で

□
入
園
料
　
▽
大
人
（
中
学
生
以

上
）＝
８
３
０
円　
▽
シ
ニ
ア（
６５

歳
以
上
）
＝
６
０
０
円
　
▽
小
人

（
４
歳
～
小
学
生
）
＝
４
０
０
円

　
　
平
成
記
念
公
園
日
本
昭
和
村

志
０
５
７
４
―
２
３
―
０
０
６
６

県
振
興
局
の
名
称
が
変
更

　
４
月
１
日
㈬
か
ら
県
振
興
局

は
、「
県
事
務
所
」
に
名
称
が
変

わ
り
ま
す
。
提
出
先
が
振
興
局
の

申
請
書
な
ど
は
、
引
き
続
き
県
事

務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
変
更
　
▽
西
濃
振
興
局
（
大
垣

市
）
＝
西
濃
県
事
務
所
　
▽
揖
斐

事
務
所
（
揖
斐
川
町
）
＝
揖
斐
県

事
務
所
　
▽
中
濃
振
興
局
（
美
濃

加
茂
市
）
＝
可
茂
県
事
務
所
　
▽

中
濃
事
務
所
（
美
濃
市
）
＝
中
濃

県
事
務
所
　
▽
東
濃
振
興
局
（
多

治
見
市
）
＝
東
濃
県
事
務
所
　
▽

恵
那
事
務
所
（
恵
那
市
）
＝
恵
那

県
事
務
所
　
▽
飛
騨
振
興
局
（
高

山
市
）
＝
飛
騨
県
事
務
所

　
　
県
人
事
課
志
０
５
８
―
２
７

２
―
１
１
３
５

　接骨院や整骨院（柔道整復師）の診療では、保険
証が使える場合と使えない場合があります。健康保
険の適用が認められなければ、全額自己負担となり
ますので注意してください。
　柔道整復師にかかるときは、負傷の原因を正しく
伝えて保険証が使えるか確認してください。施術が
長期にわたる場合は、保険医療機関で医師の診察を
受けてください。施術所で「療養費支給申請書」の

内容をよく確認してから署名し、領収書は必ず受け
取り、保管してください。
　保険証を使って柔道整復の施術を受けた費用は、
健康保険などに加入している方々の保険料などから
支払われています。そのため施術日や施術内容につ
いて保険者から問い合わせをすることがあります。
その場合は回答に協力をお願いします。
　　保険年金課（内線１５８）

家
畜
の
所
有
者
は
飼
養
状

況
の
報
告
を

　
牛
や
豚
、
馬
、
ヤ
ギ
、
鶏
な
ど

を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
２
月
１
日

現
在
の
飼
養
状
況
を
県
へ
報
告
す

る
こ
と
が
家
畜
伝
染
病
予
防
法
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
口こ

う

蹄て
い

疫え
き

や
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
家
畜
伝
染
病
の

発
生
を
予
防
す
る
た
め
で
す
。
畜

産
を
業
と
し
て
い
る
方
だ
け
で
な

く
、
展
示
用
や
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼

っ
て
い
る
方
も
対
象
で
す
。

□
対
象
　
家
畜
１
頭
（
１
羽
）
以

上
の
飼
養
者

□
家
畜
　
牛
、水
牛
、鹿
、め
ん
羊
、

ヤ
ギ
、
馬
、
豚
（
ミ
ニ
豚
、
イ
ノ

豚
を
含
む
）、
イ
ノ
シ
シ
、
鶏
（
ウ

コ
ッ
ケ
イ
、
チ
ャ
ボ
を
含
む
）、

ウ
ズ
ラ
、
ア
ヒ
ル
（
ア
イ
ガ
モ
を

含
む
）、
ホ
ロ
ホ
ロ
チ
ョ
ウ
、
シ

チ
メ
ン
チ
ョ
ウ
、
キ
ジ
、
ダ
チ
ョ

ウ□
報
告
書
様
式
　
東
濃
家
畜
保
健

衛
生
所
か
、
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.p

ref.gifu
.

lg.jp/

）
で
入
手
で
き
ま
す
。

　昨年市内各地で「マイマイガ」と呼ばれるガが
大量発生し、広域的に目撃情報が寄せられました。
　マイマイガは約１０年周期で大発生し、２から
３年継続する傾向があるといわれています。こと
しも発生する恐れがあるため、卵

らん

塊
かい

の防除などに
協力をお願いします。
　詳しい防除方法などは、環境課に問い合わせる
か、市ウェブサイト（http://www.city.ena.
lg.jp/）をご覧ください。
　　環境課（内線１１４）

学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

く
ら
し

相
談

ご
み

健
康

申問　：問い合わせ　　：申し込み　

案
　
　
内

▲段ボールコンポストを作る▲グリーンカーテンの育て方を学ぶ

マイマイガの防除に協力を

問

▶
マ
イ
マ
イ
ガ
の
卵

塊（
左
）と
成
虫（
右
）

（
県
提
供
）

▲粥川なつ紀さん

▲春の日本昭和村を楽しむ

問

問

申
・
問

柔道整復は要件を満たさないと保険対象外

問

問

問

問

問

健康保険が使える場合 健康保険が使えない場合

○外傷性のねんざ、打撲、挫傷（肉離れなど）
○骨折、脱臼（応急処置の場合を除き、医師の同
　意が必要）

○日常生活の単なる疲れ、肩凝り、腰痛、体調不良
○スポーツによる筋肉疲労、筋肉痛
○病気（神経痛、リウマチ、五十肩、ヘルニアなど）に
　よる痛みや凝り
○脳疾患後遺症などの慢性病
○保険医療機関（病院など）で治療中のもの
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み
ん
な
の
掲
示
板

地
籍
調
査
の
登
記
が
完
了

　
次
の
地
区
の
地
籍
調
査
が
終
了

し
、
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。
こ

れ
で
市
内
の
地
籍
調
査
の
登
記
完

了
面
積
は
１
７
４
・
５２
平
方
㌔
と

な
り
、
完
了
率
は
３８
・
５
６
㌫
と

な
り
ま
し
た
。
山
岡
町
は
全
て
完

了
で
す
。

□
調
査
範
囲
　
山
岡
町
田
代
５
地

区
（
薬
師
前
、
広
瀬
の
一
部
、
下

ケ
洞
、
小
田
代
、
横
平
、
石
神
下
、

五
斗
代
、
鳶
ケ
巣
、
東
山
、
向
田
、

坂
ノ
尻
、
池
ケ
洞
、
下
総
レ
イ
の

一
部
、
上
ノ
畑
、
中
畝
、
上
屋
敷
、

大
平
の
一
部
、
清
水
戸
、
洞
山
、

花
立
の
一
部
、
川
平
の
一
部
、
西

山
の
一
部
、
郭
好
の
一
部
）

□
調
査
面
積
　
３
・
６６
平
方
㌔

□
調
査
後
筆
数
　
１
９
７
３
筆

□
登
記
完
了
　
１
月
２３
日

※
境
界
杭
や
基
準
杭
は
大
切
に
保

全
し
て
く
だ
さ
い

　
　
地
籍
調
査
室（
内
線
６
３
８
）

北
ア
ル
プ
ス
山
岳
遭
難
防

止
条
例
が
改
正

　「
県
北
ア
ル
プ
ス
地
区
に
お
け

る
山
岳
遭
難
の
防
止
に
関
す
る
条

例
」
の
改
正
に
よ
り
、
４
月
１
日

か
ら
、
御
嶽
山
や
焼
岳
な
ど
の
活

火
山
地
区
で
も
登
山
届
の
提
出
が

義
務
化
さ
れ
ま
す
。
登
山
届
は
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
提
出
方
法
　
❶
登
山
口
に
あ
る

登
山
届
ポ
ス
ト
に
投
か
ん
す
る
❷

県
庁
防
災
課
や
県
警
本
部
、
地
元

警
察
署
（
交
番
、
駐
在
所
）、
県

北
ア
ル
プ
ス
山
岳
遭
難
対
策
協
議

会
（
焼
岳
の
み
）
に
直
接
持
参
す

る
か
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
で
提
出
す
る
❸
（
公
社
）

日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
が
運
営
す

る
登
山
届
受
理
シ
ス
テ
ム
「
コ
ン

パ
ス
」、
県
北
ア
ル
プ
ス
山
岳
遭

難
対
策
協
議
会
（
焼
岳
の
み
）
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
提
出
す
る

　
　
県
防
災
課
志
０
５
８
―
２
７

２
―
１
１
１
１（
内
線
３
３
４
７
）

県
障
が
い
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
が
開
設

　
４
月
１
日
㈬
、「
県
障
が
い
者

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
し

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、「
県
身
体

障
害
者
更
生
相
談
所
」、「
県
知
的

障
害
者
更
生
相
談
所
」、「
県
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」、「
県
発
達

障
が
い
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み
」

は
県
障
が
い
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
に
移
転
し
、
障
が
い
の
状
況
に

応
じ
た
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

□
所
在
地
　
岐
阜
市
鷺
山
向
井

２
５
６
３
―
１
８

　
　
県
障
害
福
祉
課
志
０
５
８
―

２
７
２
―
８
３
１
４

　
１２
月
ま
で
、
毎
月
第
１
木
曜

日
に
「
Ｎね

Ｅ
Ｎの

Ｏ
Ｗう

Ａぇ

Ｙ
Ｗう

Ａお

Ｌー

Ｋく

」
を
開
催
し
ま
す
。

　
根
の
上
高
原
の
三
つ
の
湖
を

中
心
に
遊
歩
道
や
渓
谷
の
道
、

尾
根
道
、
林
道
、
古
道
な
ど
を

毎
回
コ
ー
ス
を
変
え
て
探
索
し

ま
す
。

　
根
の
上
高
原
の
四
季
を
歩
い

て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
４
月
２
日
、
５
月
７

日
、
６
月
４
日
、
７
月
２
日
、

８
月
６
日
、
９
月
３
日
、
１０
月

１
日
、
１１
月
５
日
、
１２
月
３
日

（
毎
回
木
曜
日
）

□
時
間
　
午
前
９
時
半
集
合

（
小
雨
決
行
）

□
と
こ
ろ
　
根
の
上
高
原
ス

テ
ー
ジ
広
場
集
合

□
料
金
　
▽
初
回
＝
１
０
０
０

円
　
▽
２
回
目
以
降
＝
５
０
０

円□
持
ち
物
　
弁
当
、
飲
み
物
、

雨
具

※
申
し
込
み
は
不
要
　

　
　
根
の
上
高
原
観
光
保
勝
会

志
０
５
７
３
―
６
５
―
３
５
３

４
　

　
恵
那
水
曜
歩
こ
う
会
で
は
、

毎
週
水
曜
日
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
１２
月
ま
で
の
毎
月
第
２
水
曜

日
は
明
知
鉄
道
を
利
用
し
た
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
出
発
駅
ま

で
各
コ
ー
ス
を
７
か
ら
８
㌔
歩

き
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
４
月
８
日

㈬
明
智
駅
発
着
（
団
子
杉
）、

５
月
１３
日
㈬
飯
沼
駅
発
着
（
大

野
八
幡
神
社
）、
６
月
１０
日
㈬

極
楽
駅
発
着
（
飯
羽
間
城
跡
）、

７
月
８
日
㈬
岩
村
駅
発
着
（
岩

村
城
跡
）、
８
月
１２
日
㈬
花
白

温
泉
駅
発
着
（
爪
切
地
蔵
）、

９
月
９
日
㈬
東
野
駅
発
着
（
保

古
用
水
路
）、
１０
月
１４
日
㈬
山

岡
駅
発
着
（
飯
高
観
音
）、
１１

月
１１
日
㈬
阿
木
駅
発
着
（
豊
楽

園
）、
１２
月
９
日
㈬
飯
羽
間
駅

発
着
（
大
円
寺
跡
）

□
料
金
　
無
料
（
交
通
費
な
ど

は
必
要
）

□
持
ち
物
　
弁
当
、
飲
み
物
、

雨
具

□
そ
の
他
　
明
知
鉄
道
恵
那
駅

午
前
９
時
１５
分
発
の
列
車
で
各

コ
ー
ス
へ
向
か
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
不
要

　
　
恵
那
水
曜
歩
こ
う
会
（
三

浦
）
志
２
６
―
４
８
５
０

　
市
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、

４５
周
年
記
念
演
奏
会
を
開
催
し

ま
す
。
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を

発
揮
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
新
規
団
員
の
募
集
も
し
て
い

ま
す
。

□
と
き
　
４
月
１２
日
㈰
午
後
１

時
～
２
時
半

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー

□
料
金
　
無
料

　
　
市
少
年
少
女
合
唱
団
志

０
５
７
３
―
６
３
―
２
２
７
７

　
１２
月
ま
で
、
毎
月
第
３
木
曜

日
に
開
催
す
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

で
す
。
出
発
駅
か
ら
次
の
駅
ま

で
各
コ
ー
ス
を
１０
か
ら
１５
㌔
歩

き
ま
す
。
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
、

資
料
館
や
喫
茶
店
に
立
ち
寄
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
４
月
１６
日

㈭
岩
村
駅
発
～
極
楽
駅
着
（
岩

村
城
跡
）、
５
月
２１
日
㈭
飯
羽

間
駅
発
～
東
野
駅
着
（
阿
木
川

ダ
ム
）、
６
月
１８
日
㈭
山
岡
駅

発
～
野
志
駅
着
（
白
山
神
社
）、

７
月
１６
日
㈭
野
志
駅
発
～
山
岡

駅
着
（
イ
ワ
ク
ラ
の
森
）、
８

月
２０
日
㈭
極
楽
駅
発
～
花
白
温

泉
駅
着
（
東
海
自
然
歩
道
）、

９
月
１７
日
㈭
明
智
駅
発
～
野
志

駅
着
（
明
知
城
跡
）、  

１０
月
１５

日
㈭
飯
沼
駅
発
～
Ｊ
Ｒ
中
津
川

駅
着
（
根
の
上
高
原
）、
１１
月

１９
日
㈭
阿
木
駅
発
～
岩
村
駅
着

（
長
楽
寺
）、
１２
月
１７
日
㈭
東
野

駅
発
～
恵
那
駅
着
（
恵
那
峡
）

□
料
金
　
無
料
（
交
通
費
や
訪

問
施
設
の
入
館
料
な
ど
は
必

要
）

□
持
ち
物
　
弁
当
、
飲
み
物
、

雨
具

□
そ
の
他
　
明
知
鉄
道
恵
那
駅

午
前
９
時
１５
分
発
の
列
車
で
各

コ
ー
ス
へ
向
か
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
不
要

　
　
ユ
ー
ス
・
レ
ク
サ
ー
ク
ル

（
赤
尾
）
志
０
５
７
３
―
６
５

―
３
５
３
４

　
１１
月
ま
で
、
毎
月
第
２
土
曜

日
に
明
知
鉄
道
を
利
用
す
る

チ
ャ
リ
ン
コ
列
車
を
開
催
し
ま

す
。

　
自
転
車
と
一
緒
に
列
車
に

乗
っ
て
、
下
車
駅
か
ら
の
各

コ
ー
ス
を
３０
か
ら
６０
㌔
サ
イ
ク

リ
ン
グ
。
自
然
を
楽
し
み
な
が

ら
健
康
づ
く
り
を
し
ま
す
。
仲

間
を
誘
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
４
月
１１
日

㈯
明
智
駅
～
恵
那
駅
（
明
知
鉄

道
駅
巡
り
）、
５
月
９
日
㈯
飯

羽
間
駅
～
恵
那
駅
（
根
の
上
高

原
）、
６
月
１３
日
㈯
山
岡
駅
～

明
智
駅
（
串
原
棚
田
）、
７
月

１１
日
㈯
阿
木
駅
～
恵
那
駅
（
岩

村
城
跡
）、
８
月
８
日
㈯
野
志

駅
～
恵
那
駅
（
寿
老
の
滝
）、

９
月
１２
日
㈯
東
野
駅
～
恵
那
駅

（
苗
木
城
跡
）、
１０
月
１０
日
㈯
恵

那
駅
～
花
白
温
泉
駅
（
東
濃
牧

場
）、
１１
月
１４
日
㈯
岩
村
駅
～

明
智
駅
（
恵
南
林
道
）

※
６
月
１３
日
と
１０
月
１０
日
、
１１

月
１４
日
は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の

到
着
駅
か
ら
恵
那
駅
ま
で
列
車

に
乗
っ
て
帰
り
ま
す

□
時
間
　
明
知
鉄
道
恵
那
駅
に

午
前
９
時
集
合

□
対
象
　
小
学
４
年
生
以
上

（
小
学
３
年
生
以
下
は
、
保
護

者
の
同
伴
が
必
要
）

□
料
金
　
▽
小
学
生
＝
１
０
０

０
円
　
▽
中
学
生
以
上
＝
１
５

０
０
円

□
持
ち
物
　
自
転
車
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、
弁
当
、
飲
み
物
、
雨

具
、
冒
険
心

　
　
チ
ャ
リ
ン
コ
列
車
事
務
局

（
赤
尾
）
志
０
５
７
３
―
６
５

―
３
５
３
４

交
通
事
故
の
無
料
巡
回
相

談　　
交
通
事
故
に
よ
る
過
失
割
合
や

損
害
賠
償
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
こ
ろ
・
日
に
ち
　
▽
多
治
見

市
役
所
＝
３
月
１９
日
、４
月
２
日
、

１６
日
（
毎
回
木
曜
日
）
▽
可
茂
総

合
庁
舎
＝
４
月
１０
日
㈮
　
▽
飛
騨

総
合
庁
舎
＝
３
月
２５
日
、
４
月
２２

日
（
毎
回
水
曜
日
）

□
時
間
　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
。
電

話
で
の
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す

　
　
　
　
県
民
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
志
０
５
８
―
２
７
７
―
１
０

０
１

多
重
債
務
の
無
料
相
談

　
法
律
の
専
門
家
が
面
接
や
電
話

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
　
４
月
１１
日
㈯
午
後
１
時

～
４
時

□
と
こ
ろ
　
県
民
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
（
岐
阜
市
）

□
定
員
　
面
接
は
６
人
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

□
申
し
込
み
方
法
　
面
接
を
希
望

す
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
す
る

　
　
　
　
県
民
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
志
０
５
８
―
２
７
７
―
１
０

０
３

障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
を
交
付

　
市
で
は
、
重
度
の
障
が
い
の
あ

る
方
に
、
タ
ク
シ
ー
の
基
本
料
金

を
助
成
し
ま
す
。

□
内
容
　
１
人
当
た
り
年
間
１
冊

（
４８
枚
つ
づ
り
）。
乗
車
１
回
に
つ

き
基
本
料
金
相
当
額
を
助
成

□
利
用
期
間
　
４
月
１
日
㈬
～
平

成
２８
年
３
月
３１
日
㈭

□
対
象
　
次
の
四
つ
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
。
❶
身
体
障
害
者

手
帳
１
・
２
級
の
手
帳
の
あ
る
方

❷
じ
ん
臓
機
能
障
が
い
１
級
～
３

級
で
人
工
透
析
の
た
め
定
期
的
な

通
院
を
必
要
と
す
る
方
❸
療
育
手

帳
Ａ
判
定
の
手
帳
の
あ
る
方
❹
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の

手
帳
の
あ
る
方

□
申
し
込
み
方
法
　
印
鑑
と
該
当

の
手
帳
な
ど
を
持
参
し
て
、
窓
口

で
申
請
す
る

□
交
付
開
始
日
　
４
月
１
日
㈬

※
❷
の
方
を
除
き
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
外

　
　
　
　
社
会
福
祉
課
（
内
線

１
８
３
）、恵
那
南
部
５
振
興
事
務

所

学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

く
ら
し

相
談

ご
み

健
康

申問　：問い合わせ　　：申し込み

恵
那
水
曜
歩
こ
う
会

明
知
鉄
道
沿
線
ウ
オ
ー

キ
ン
グ

少
年
少
女
合
唱
団
の
記

念
演
奏
会
を
開
催

案
　
　
内

チ
ャ
リ
ン
コ
列
車

２
０
１
５

根
の
上
高
原
を
歩
こ
う

（N
E

N
O

W
A

Y
 W

A
L

K

）▲四季を感じながら自然の中を歩く

▲明知鉄道駅から自転車で名所を訪れる

申
・
問

問問

問

申
・
問

申
・
問

問

問 問

問

問
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　シアター恵那４月の開催情報

　　　　　　　  　http://www.kasamatsu-keiba.com/

□新緑賞シリーズ　１日㈬～３日㈮・６日㈪
□オグリキャップ記念シリーズ　１６日㈭・１７日㈮・
２７日㈪・２９日㈬～５月１日㈮
　　

シアター恵那志２５-７７６７（開門午前１０時）

市の人口（３月１日現在）
総数５２，８９２人（－９１）
  男  ２５，５６１人（－５５）
  女  ２７，３３１人（－３６）
世帯１９，５３３世帯（－１５）

（　）内は前月との比較
市内の火災（２月）
建物０件（１件）
その他２件（３件）

（　）内は１月からの累計

市内の交通事故（２月中の
概数）
人身事故１０件（１６件）
物損事故１２７件（２６２件）
負傷者１３人（２２人）
死者　０人（０人）

（　）内は１月からの累計
救急車出動回数（２月）
１７０回（４１３回）

（　）内は１月からの累計

県
警
察
の
警
察
官

□
対
象
　
▽
警
察
官
Ａ
Ⅰ（
男
性
・

女
性
）
＝
昭
和
５９
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、
大
学
（
短
期
大
学

を
除
く
）
を
卒
業
し
て
い
る
か
９

月
３０
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

▽
警
察
官
Ａ
Ⅱ
（
男
性
・
女
性
）

＝
昭
和
５９
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）

を
卒
業
し
て
い
る
か
平
成
２８
年
３

月
３１
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

□
定
員

　
▽
警
察
官
Ａ
Ⅰ
＝
男
性

３５
人
程
度
、
女
性
１０
人
程
度
　
▽

警
察
官
Ａ
Ⅱ
＝
男
性
５５
人
程
度
、

女
性
１５
人
程
度

□
受
付
期
間
　
４
月
１
日
㈬
～
１７

日
㈮

□
１
次
試
験
　
▽
と
き
＝
５
月
１０

日
㈰
　
▽
と
こ
ろ
＝
岐
阜
市

□
採
用
予
定
日
　
▽
警
察
官
Ａ
Ⅰ

＝
１０
月
１
日
㈭
　
▽
警
察
官
Ａ
Ⅱ

＝
平
成
２８
年
４
月
１
日
㈮

※
希
望
す
る
方
は
申
し
込
み
方
法

な
ど
の
詳
細
を
恵
那
警
察
署
な
ど

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　
　
恵
那
警
察
署
志
２
６
―
０
１

１
０
、
最
寄
り
の
交
番
、
駐
在
所

※ JRA の全レース、名古屋競馬や金沢競馬など全
国の地方競馬のレースも発売。大井競馬や川崎競馬、
門別競馬などナイター発売する日もあります

国
税
局
の
税
務
職
員

□
職
種
　
税
務
職
員
（
大
学
卒
業

程
度
）

□
対
象
　
❶
昭
和
６０
年
４
月
２
日

～
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
❷
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
方
で
、
大
学
を
卒
業
し
た

方
や
平
成
２８
年
３
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
方
❸
人
事
院
が
❷
に
掲

げ
る
者
に
準
ず
る
と
認
め
る
方

□
申
し
込
み
方
法
　
中
津
川
税
務

署
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入

の
上
、
持
参
か
郵
送
で
提
出
す
る

か
、
国
税
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.n

ta.go.jp

）

か
ら
申
し
込
む

□
受
付
期
間
　
▽
持
参
か
郵
送
＝

４
月
１
日
㈬
・
２
日
㈭
　
▽
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
＝
４
月
１
日
㈬
～
１３
日

㈪
（
郵
送
は
、
４
月
２
日
㈭
ま
で

の
通
信
日
付
印
が
あ
る
も
の
、
持

参
は
、
４
月
２
日
㈭
午
後
５
時
ま

で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
に
限
り
受

け
付
け
ま
す
）

□
試
験
日
　
▽
１
次
＝
６
月
７
日

㈰
　
▽
２
次
＝
７
月
１４
日
㈫
～
２２

日
㈬
ま
で
の
い
ず
れ
か
指
定
す
る

日　
　
　
　
〒
４
６
０
―
８
５
２
０

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
３
―
３
―

２
名
古
屋
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
係
志
０
５
２
―
９
５
１
―
３
５

１
１
（
内
線
３
４
５
０
）

生
活
学
校
の
会
員

　
生
活
学
校
は
、
暮
ら
し
よ
い
社

会
に
す
る
た
め
に
、
生
活
者
の
視

点
を
生
か
し
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
や
健
康
と

食
生
活
の
改
善
、
子
育
て
支
援
、

環
境
問
題
の
推
進
な
ど
地
域
社
会

の
身
近
な
問
題
や
課
題
を
行
政
や

企
業
と
話
し
合
い
解
決
を
目
指
す

女
性
の
団
体
で
す
。

　
生
活
の
中
で
の
身
近
な
課
題
を

取
り
上
げ
て
仲
間
と
一
緒
に
楽
し

く
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。
岩
村
コ
ミ

セ
ン
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
団

体
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
電
話

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
活
動
日
　
毎
月
第
２
火
曜
日
午

前
９
時
半
～
１１
時
半

□
と
こ
ろ
　
中
コ
ミ
セ
ン
（
内
容

に
よ
っ
て
変
わ
る
場
合
あ
り
）

□
昨
年
の
活
動
　
廃
油
せ
っ
け
ん

作
り
、
ア
ラ
イ
ダ
シ
原
生
林
の
自

然
観
察
、
市
政
の
勉
強
（
市
議
会

の
傍
聴
）、
音
楽
療
法
や
笑
い
ヨ

ガ
な
ど
の
講
座
受
講
、
焼
肉
の
た

れ
作
り
な
ど

□
会
費
　
１
０
０
０
円
／
年

　
　
　
　
生
涯
学
習
課
（
内
線
３

４
１
）　
　
　
　
　
　
　

　「
市
消
防
団
活
動
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」
に
は
、
３４
人
か
ら

９８
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
市
民

の
視
点
で
消
防
団
の
活
動
を
見

て
、
消
防
団
が
身
近
な
存
在
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
防
火
や
防
災

へ
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た

め
開
催
し
ま
し
た
。

　
２
月
１０
日
に
審
査
を
行
い
入

賞
作
品
を
決
定
。
２２
日
に
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。
入
選
作
品

は
、
３
月
１８
日
㈬
か
ら
４
月
２２

日
㈬
ま
で
市
役
所
本
庁
舎
ロ

ビ
ー
や
各
振
興
事
務
所
な
ど
で

展
示
し
ま
す
。
３
月
１８
日
㈬
か

ら
２９
日
㈰
ま
で
は
、
恵
那
文
化

セ
ン
タ
ー
で
も
展
示
し
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す

（
敬
称
略
）。

□
特
別
賞
　
▽
仲
間
を
信
じ
て

＝
渡
辺
裕
一
（
可
児
郡
）

□
特
選
　
▽
希
望
＝
西
尾
勝
利

（
土
岐
市
）　
▽
縁
の
下
の
力
持

ち
＝
吉
村
清
（
中
津
川
市
）　

▽
追
憶
の
情
景
＝
荻
山
清
和

（
大
井
町
）

□
準
特
選
　
▽
消
防
音
楽
隊
の

勇
姿
＝
加
藤
保
（
大
井
町
）　

▽
出
初
め
の
技
＝
三
宅
哲
夫

（
串
原
）

□
入
選
　
▽
夜
間
訓
練
＝
太
田

英
勝
（
串
原
）　
▽
一
斉
放
水

の
後
で
＝
石
田
興
（
大
井
町
）

▽
未
来
の
消
防
団
＝
三
宅
あ
や

子
（
中
津
川
市
）　
▽
恵
那
鳶

＝
小
木
曽
直
幸
（
長
島
町
）

▽
ヨ
ー
日
本
一
＝
渡
辺
忠
明

（
東
野
）　
▽
地
域
の
た
め
に
＝

井
上
さ
お
り
（
明
智
町
）　
▽

は
し
ご
と
び
＝
丸
山
年
道
（
東

野
）　
▽
地
震
体

験
＝
宮
川
慎
二

（
武
並
町
）
▽
未

来
の
消
防
団
員

を
求
め
て
～
婚

活
パ
ー
テ
ィ
ー

～
＝
宮
地
智
正

（
三
郷
町
）　
▽

み
な
ぎ
る
力
＝
柘
植
清
成
（
三

郷
町
）

□
佳
作
　
▽
ラ
ッ
パ
隊
の
勇
士 

＝
西
尾
輝
雄
（
岩
村
町
）　
▽

出
初
式
の
可
愛
い
花
＝
大
田
利

夫
（
大
井
町
）　
▽
防
火
子
供

連
＝
青
木
孝
義
（
中
津
川
市
）

▽
裏
方
も
真
剣
だ
＝
大
島
光
利

（
串
原
）　
▽
格
闘
＝
保
母
貴
子

（
明
智
町
）　
▽
団
結
＝
鈴
木
隆

文
（
大
井
町
）　
▽
真
っ
す
ぐ

伸
び
る
か
な
＝
柴
田
美
由
（
串

原
）　
▽
団
結
＝
吉
村
緑
（
中

津
川
市
）　
▽
常
に
点
検
＝
林

哲
也
（
武
並
町
）　
▽
努
力
の

成
果
＝
安
藤
朋
花
（
岩
村
町
）

　
　
消
防
課
志
２
６
―
０
１
１

９
（
内
線
２
５
０
）

学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

く
ら
し

相
談

ご
み

健
康

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

募
　
　
集

消
防
団
活
動
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
が
決
定

▲特別賞「仲間を信じて」

問

問

申
・
問

問 申
・
問
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　４月１２日㈰に岐阜県議会議員選挙が行われます。あなたの大切な１票を
無駄にしないよう、投票にお出掛けください。
　今回の選挙から投票入場券に「期日前投票宣誓書」が印刷された様式に変
更されました。
　　選挙管理委員会（内線５５０）

県議会議員選挙

【期日前投票できる期間、会場】
とき ところ

４月４日㈯～１１日㈯
午前８時半～午後８時 市役所会議棟

４月７日㈫～１１日㈯
午前８時半～午後６時 各振興事務所

※入場券がなくても、本人が確認できれば期日
前投票をすることができます

 ●投票所入場券が封書に変更

　入場券が圧着式の封書に変更になります。
新しい入場券は、封書の３辺をミシン目に
沿って切り取ると、内側に４人分の入場券が
記載してあります。
　また今回から入場券の下半分に「期日前投
票宣誓書（兼請求書）」の様式が印刷してあ
ります。期日前投票をする場合には、必要事
項を記入して期日前投票所へ持参してくださ
い（４月１２日㈰に投票所へ行ける方は、記
入する必要はありません )。

投票日は４月12日㈰

 ●投票の種類と時間、場所

□種類　県議会議員選挙（恵那市選挙区：定
数１人）
□時間　午前７時～午後８時（ただし、笠置
町、中野方町、飯地町、山岡町、明智町、串
原、上矢作町は午後７時まで）
□投票所　有権者の方には、投票所入場券を
４月３日㈮の告示日以降、順次郵送します。
入場券に記載してある投票所へお出掛けくだ
さい。入場券がなくても、本人が確認できれ
ば投票できます。郵送に時間がかかる場合も
ありますので、了承ください。３月１４日以
降に市内に転居届を提出した場合は、転居前
の住所地の投票所となります。

 ●投票ができる方

　本市の選挙人名簿に登録されていて、次の
条件を満たす方は、投票できます。
❶平成７年４月１３日以前に生まれて、引き
続き３カ月以上市内に住んでいる方
❷平成２７年１月２日までに住民票を作成す
るか、転入届を提出して引き続き市内に住ん
でいる方
❸県内の市町村へ転出後４カ月以内で、新し
い住所地の選挙人名簿にまだ登録されていな
い方。ただし、本市か転出先の市町村の戸籍
担当窓口で発行する「引き続き県の区域内に
住所を有する旨の証明書」（無料）の交付を
受け、持参しなければ投票できません。

 ●市市民会館で開票

開票は、市市民会館で行います。
□時間　午後９時～

 ●用事があれば期日前投票

　仕事や外出、地域の行事などの理由で、４
月１２日㈰に投票できない場合は、市役所や
各振興事務所で期日前投票ができます。期日

前投票はどの会場でもできます。
　期日前投票するには、選挙当日に投票に行
けないと見込まれる事由を記入する必要があ
りますが、市ウェブサイトから様式を取得す
るか、投票所入場券の「期日前投票宣誓書（兼
請求書）」に必要事項を記入して持参すると、
手続きが早く済みます。

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

発
達
障
が
い
の
人
は
対
人

関
係
が
苦
手

　
発
達
障
が
い
は
、
脳
機
能
の
発

達
が
関
係
す
る
生
ま
れ
つ
き
の
障

が
い
で
す
。
発
達
障
が
い
が
あ
る

人
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

対
人
関
係
を
つ
く
る
の
が
苦
手
で

す
。
ま
た
、
そ
の
行
動
や
態
度
は

「
自
分
勝
手
」
と
か
「
変
わ
っ
た

人
」「
困
っ
た
人
」
と
誤
解
さ
れ
、

敬
遠
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
親
の
し
つ
け

や
教
育
の
問
題
で
は
な
く
、
脳
機

能
の
障
が
い
に
よ
る
も
の
だ
と
理

解
す
れ
ば
、
周
囲
の
人
の
接
し
方

も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
発
達
障
が
い
に
は
、
自
閉
症
や

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、
そ
の
他

の
広
汎
性
発
達
障
が
い
、
学
習
障

が
い
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
が
い

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
発
達
障
が
い

は
、
複
数
の
障
が
い
が
重
な
っ
て

現
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
障

が
い
の
程
度
や
年
齢
（
発
達
段

階
）、
生
活
環
境
な
ど
に
よ
っ
て

も
症
状
は
違
っ
て
き
ま
す
。
発
達

障
が
い
は
多
様
で
あ
る
こ
と
を
理

解
く
だ
さ
い
。

自
閉
症
は
誤
解
を
受
け
や

す
い

　
自
閉
症
は
、｢

常
に
自
分
の
殻

に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
状
態｣

と

考
え
ら
れ
た
り
、「
親
の
育
て
方

が
冷
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
原

因
で
は
な
い
か
」
と
思
わ
れ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
脳
の
発
達
の
仕
方
の
違
い
か
ら

「
他
の
人
の
気
持
ち
や
感
情
を
理

解
す
る
こ
と
」「
言
葉
を
適
切
に

使
う
こ
と
」「
新
し
い
こ
と
を
学

習
す
る
こ
と
」「
一
般
的
な
常
識

と
思
わ
れ
る
こ
と
を
身
に
付
け
る

こ
と
」
が
苦
手
だ
か
ら
で
す
。
こ

の
た
め
、
真
面
目
に
取
り
組
ん
で

い
て
も
、
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
自
閉
症
の
人
た
ち
は
、
と
て
も

「
純
粋
」
で
、
自
分
の
感
じ
た
ま

ま
に
話
し
た
り
、
行
動
を
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
感
覚
が

過
敏
で
あ
っ
た
り
、
記
憶
が
抜
群

で
あ
っ
た
り
す
る
人
も
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
自
閉
症
の
人
た

ち
の
行
動
や
態
度
の
意
味
を
理
解

し
、
愛
情
を
持
っ
た
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
自
閉
症
の
人
た
ち
は
、
周
囲
の

愛
情
と
支
援
に
よ
っ
て
大
き
く
育

つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

「
発
達
障
が
い
」
へ
の
理
解
を

　
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
が
い
の
人
の
行
動
や
態
度
は
、
誤
解
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
発
達
障
が
い
の
特
性
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問
　
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
８
１
）

▲新しい投票入
場券は封筒様式

●言葉の発達の遅れ
●コミュニケーションの障がい
●対人関係や社会性の障がい
●パターン化した行動やこだわり

●基本的に言葉の発達の遅れはない
●コミュニケーションの障がい
●対人関係や社会性の障がい
●パターン化した行動や興味、関心の偏り
●不器用（言語発達に比べて）

●不注意（集中できない）
●多動や多弁（じっとしていられない）
●衝動的に行動する（考えるよりも先に
動く）

●「読む」「書く」「計算する」などの能
力が全体的な知的発達に比べて極端に苦
手

広汎性発達障がい

自閉症

アスペルガー症候群

注意欠陥多動性障がい

学習障がい

知的な遅れ
を伴う場合
もあります

■発達障がいの特性

学
び

子
育
て

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

く
ら
し

相
談

ご
み

健
康

▲入場券の下段に期日前投票
の宣誓書を印刷

問

問
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